
１ 策定にあたって

「墨田区学力向上新３か年計画（第４次）」は、これまでの成果と課題を
的確に捉え、認知能力と非認知能力の両者を効果的に結び付けた指導のあり
方が学力向上の今後の鍵と考え、児童・生徒の可能性を最大限に引き出す取
組を推進する。

「墨田区学力向上新３か年計画（第４次）」（案）（概要版）

1

３ 計画の期間
令和８年度から令和１０年度まで

２ 計画の位置付け

本計画は、「知（確かな学力）」に関する理念を具現化するための計画で
あり、「墨田区教育施策大綱」、「すみだ教育指針」を踏まえて策定する。

【資料１】



４ 現状

2

墨田区学習状況調査の結果
（全国平均を上回った観点の割合）
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全国学力・学習状況調査の結果
（全国平均との差）
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小学校、中学校共に、学力は着実に向上している。
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（理科はR4の結果）

（理科はR4の結果）

※理科及び英語は３年に１回
の頻度で実施されている。

※理科は３年に１回の頻度で
実施されている。

（理科はH30、
英語はH31の結果）

（理科はH30の結果）



５ 課題
■Ｄ・Ｅ層（学力低位層）の児童・生徒の割合

■目標に向けていつもコツコツ学習している

児童・生徒の割合
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学力は着実に向上し、Ａ・Ｂ層（学力上位
層）の児童・生徒は多くなったが、Ｄ・Ｅ層
の児童・生徒も多い学年・教科もある。

学年 教科 平成28年度 令和元年度 令和４年度 令和７年度
令和7年度

目標

小６

国語 ２９.７％ ２９.３％ ２９.４％ ２７.２％ ２５％
社会 ３８.９％ ３１.５％ ３０.０％ ２９.２％ ３０％
算数 ４３.３％ ３２.７％ ２７.７％ ３１.２％ ２５％
理科 ４２.３％ ３５.５％ ２８.１％ ３２.８％ ３０％
英語 － － １４.６％ １６.５％ ３０％

中３

国語 ３１.５％ ３２.２％ ２７.７％ ２９.９％ ２５％
社会 ５０.３％ ４８.４％ ４５.４％ ４６.９％ ３５％
数学 ４２.７％ ３８.９％ ４２.３％ ３９.０％ ３０％
理科 ５７.５％ ４９.１％ ４８.０％ ４４.２％ ３５％
英語 ４０.２％ ３６.７％ ３７.６％ ４１.３％ ３０％

学年 平成28年度 令和元年度 令和４年度 令和７年度
令和７年度

目標

小６ ６０.５％ ６６.７％ ６３.２％ ６２.5％ ７０％

中３ ４７.１％ ５６.０％ ６１.４％ ６４.0％ ６０％

■A・B層の児童・生徒を更に伸ばす必要
がある。

■D・E層の児童・生徒を上位層に引き上
げる必要がある。

■全ての児童・生徒がコツコツ学習を積み
重ね、間違えた問題は理解し定着させる必
要がある。

児童・生徒の夢や希望の実現に向け、
さらなる学力向上を目指すために…



６ 本計画の基本方針
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前計画の基本的な考え方を継承しつつ、
「目に見える学力」と相関の強い非認知能
力の育成を通じて学力向上を図る。

読解力

当事者意識

インプットから
アウトプット

コミュニケーショ
ン能力

（相手意識）

自己有用感

未来に向け
て進む力

U

P
学力 U

P
非認知能力

ジグソー
学習など

１ 全ての幼稚園及び小・中学校が、非認
知能力の育成に組織的に取り組み、全て
の小・中学校が、学力向上に組織的に取
り組む。

２ 全ての教員が、授業改善を継続して行
う。

３ 教育委員会が、幼稚園、小・中学校、
家庭及び地域と連携し、さらなる学力向
上を図る。

４ 児童・生徒が、夢や希望を持てるよう
にし、学習状況を振り返り、主体的に学
力向上に取り組む。



７ 本計画の目標
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【目標１】「墨田区学習状況調査」における「Ａ・Ｂ層の児童・生徒」の割合を増加
させる。

【目標２】「墨田区学習状況調査」における「Ｄ・Ｅ層の児童・生徒」の割合を減少
させる。

【目標３】「全国学力・学習状況調査」における平均正答率を全国平均正答率以上と
する。

【目標４】 「墨田区学習状況調査」の意識調査における「目標に向けていつもコツコ
ツ学習している児童・生徒」の割合を増加させる。

【目標５】 「墨田区学習状況調査」の意識調査における「テストでまちがえた問題を
あとでやり直している児童・生徒」の割合を増加させる。



８ 基本方針に沿った取組

「墨田区学力向上新３か年計画（第４次）」 （案）（概要版）

6

具体的な取組 所管

ア 全ての幼稚園及び小・中学校が、非認知能力の育成に組織的に取り組
み、全ての小・中学校が、学力向上に組織的に取り組む。

① ジグソー学習の推進【新規】 指導室

② 墨田区学習状況調査の実施 研究所

③ 墨田区学習状況調査結果を活用したＰＤＣＡサイクルの確立 研究所

④ 全国学力・学習状況調査の実施 研究所

⑤ 学力向上委員会の設置及び学力向上委員長の指名 研究所

⑥ 墨田区教育研究奨励事業の実施 指導室

⑦ 校務のＩＣＴ化による教育の質の向上 庶・研

イ 全ての教員が、授業改善を継続して行う。

① 各教科等の学習活動におけるＩＣＴ活用の促進 指・研

② 授業スタイルの確立・実施 指・セ

③ 読解力・情報活用能力育成のための教材整備 研究所

④ 学習指導力の向上を図る研修の実施 指導室

⑤ 経験年数や教育課題に対応した研修の実施 指導室

⑥ 習熟度別指導・少人数指導の実施 指導室

⑦ 各教科等の学習における図書館利用の推進 指導室

⑧ 学力向上プランの作成・実施 研究所

具体的な取組 所管

⑨ 学習内容を定着させるための教材の活用 研究所

⑩ 幼保小中一貫教育に関する学習指導の取組 研究所

⑪ 「指導のポイント」の作成・活用 研究所

ウ 教育委員会が、幼稚園、小・中学校、家庭及び地域と連携し、さらな
る学力向上を図る。

① 学習意欲に関する共同研究の成果に基づいた取組 研究所

② すみだ教育研究所ニュースの発行・活用 研究所

③ 放課後子ども教室における学習支援 地教

④ 家庭と地域の教育力充実事業の実施 地教

⑤ ＰＴＡとの連携事業の実施 地・研

⑥ 学校支援ネットワーク事業の実施 地教

エ 児童・生徒が、夢や希望をもてるようにし、学習状況を振り返り、主
体的に学力向上に取り組む。

① 探究的な学習の推進 指導室

② 放課後補習の充実 研究所

③ 家庭学習の充実 研究所

④ 学校図書館司書と連携した読書活動の推進 指導室

⑤ 小学校すたーとブック・中学校入学プレブックの配布 研究所
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